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東北大ビームテスト
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2015.01.02 H. ITO @Chiba Univ.

解析項目
　- トリガーカウンター時間特性
　- サブ実験：AC カウンター検出効率/光電子数
　- 



  

x軸ステージ

- RICHの確認

- 16 linear によるx軸スキャン
チェレンコフリングの分布
ビームプロファイル

 - Aerogel index = 1.146 ± 0.002
透過長 = 23.3 ± 1.9 mm

東北大ビームテスト

MPPC Linear のx軸スキャン

d

4.35 mm

4 mm3 mm

2 mm

3 mm2 mm
6 mm

0

x

6 12 … … -6-12



  

東北大ビームテスト

MPPC Linear のx軸スキャン

エアロゲル n=1.14, d=10 mm, L=12 mm
Detection efficiency on Np.e. Threshold 0.5, 1.5, 2.5, 3.5, 4.5, 5.5 p.e.

From the result of MPPC Calibration, 
MPPC Noise Ratio 〜0.15 @Np.e>0.5

0.12 @Np.e.>1.5
0.05 @Np.e.>2.5 → 採用



  

東北大ビームテスト

MPPC Linear のx軸スキャン

Detection efficiency on Np.e. > 2.5

L=12 mm
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Mean num. of p.e. on Np.e. > 2.5
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- 粒子入射位置から周り20個を探索；
- eff. からmean num. p.e.を評価し積分;
- Np.e.〜 - log(1-eff.);
- 

エアロゲル n=1.14, d=10 mm, L=12 mm



  

東北大ビームテスト

波長変換ファイバーを用いたチェレンコフ光検出（その２）

MPPC(x10)両側読み出し
 - 上部： 5進数1桁 channel
 - 下部： ５進数2桁 channel
 - WLSF: BYOR (計4層)
 - fiber束ピッチ: 1.2 mm
 - 分割数: 25
 - eff. area: 30 x 60 mm2

 - made by me

 - Aerogel index = 1.146 ± 0.002
透過長 = 23.3 ± 1.9 mm



  

MPPC(x10)両側読み出し
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東北大ビームテスト

波長変換ファイバーを用いたチェレンコフ光検出（その２）

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
…

上部

1
1

1
1

1
2

2
2

2
2

3
3

3
3

3
4

4
4

4
4

5
5

5
5

5
…

下部

チェレンコフ光なし、ビーム通過位置のみ
検出数 (1,2), (2,2) …

ビーム通過位置とチェレンコフ光の広がり
検出数 (1,4), (2,4), (3,4), (4,4), (5,4), 

(1,5), (2,5), (3,5), (4,5) …

検出ファイバー数しきい値による粒子識別

細いピッチで配列作成可能
 → エアロゲルと検出部の間隔を狭める
 → 直径0.2mmのファイバーが現在最細

Ndet
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東北大ビームテスト

波長変換ファイバーを用いたチェレンコフ光検出

PMT x2

MPPC x10

Silica Aerogel
Index: 1.14
Thickness: 40 mm
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東北大ビームテスト

波長変換ファイバーを用いたチェレンコフ光検出

PMT vs. MPPC

ビーム直撃事象を差っ引いたチェレンコフ光の光電子数の比較

結果：

Comment: 
　MPPCとPMTを同じ閾値条件で比較した。
Np.e.>0.5 & Ndet>0.5。
ビーム直撃による反応を引いているので妥当
な見積値であるはず。

BYOR BBYY
PMT 2.46 ± 0.08 2.44 ± 0.08

MPPC 2.12 ± 0.06 2.04 ± 0.08



  

書類・事務雑務

2015.01.26 - 30: 修士論文作成
2015.01.30: 修士論文 第1版 提出（審査員：河合、吉田、倉澤）

今週の出来事

書類・事務雑務



  

来週のスケジュール・目標

- 修士論文の直し … 序論、先輩の先行研究など、
- 修論発表スライド作成
- FOREST AC開発のためのビームテスト結果報告

スライドと報告書作成
- 授業：ゲージ場理論レポート作成
- JASSO返還免除申請書　種類作成
- 測定器開発修士論文優秀賞　応募提出
- 授業料免除申請書作成

来週の仕事


